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令和７ 年度全国学力・ 学習状況調査が、 ４ 月１ ７ 日【 木】 （ 中学校理

科は４ 月１ ４ ～１ ７ 日の間でオンラ イ ン実施） に小学校６ 年生、 中学校

３ 年生を対象に行われまし た。 全国の結果や本県の経年変化等を分析

し 、 見えてきた本県の課題等を基に、 「 令和７ 年度学力・ 学習状況充実

プラ ン」 を作成いたし まし た。  

 今年度の調査は、 国語、 算数・ 数学、 理科について実施さ れまし た。

経年変化等の分析から は、 改善の傾向が見ら れたも のも ある一方、 依然

と し て課題が認めら れるも のがあり ます。  

そこ で、 本県の児童生徒の現状から 見えてきた課題等を基に、 本プラ

ンを作成し まし た。 児童生徒の学力・ 学習状況の向上・ 改善のために、

調査対象の学年のみなら ず、 すべての児童生徒を対象と し た学習指導改

善、 授業改善に役立てていただけるよう 工夫し まし た。  

また、 各教科の「 問題別調査結果と 授業改善のポイ ント 」 のページに

は、 国立教育政策研究所教育課程研究センタ ーの二次元コ ード を添付

し 、 授業アイ ディ ア例を参考にするこ と も でき るよう にし てあり ます。

ぜひ、 併せて活用し てく ださ い。  
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（１）小学校の正答数分布の傾向 

 

 小学校国語 平均正答率65％ （全国平均正答率66.8％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ 全国平均より低く、成績上位層も少ない傾向でした。 

小学校算数 平均正答率58％ （全国平均正答率58.0％） 

 

 

 

 

  

・ 正答率、分布ともに全国平均とほぼ同程度の傾向でした。 

小学校理科 平均正答率 56％ （全国平均正答率 57.1％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 全国平均より低く、成績上位層も少ない傾向でした。 

 

中央値 

愛知県 10.0 

全 国 10.0 

 

中央値 

愛知県 10.0 

全 国 10.0 

 

中央値 

愛知県 10.0 

全 国 10.0 
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中央値 

愛知県 7.0 

全 国 7.0 

 

（２）中学校の正答数分布の傾向 

 

  中学校国語 平均正答率54％ （全国平均正答率54.3％） 

 

 

 

 

 
 

・ 正答率、分布ともに全国平均とほぼ同程度の傾向でした。 

 

中学校数学 平均正答率51％ （全国平均正答率48.3％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 全国平均より高く、成績上位層も多い傾向でした。 
 

中学校理科 平均IRTスコア521 （全国平均IRTスコア503） 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

・ 全国平均より高く、成績上位層も多い傾向でした。 

中央値 

愛知県 8.0 

全 国 8.0 
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集計結果

【平均正答率（％）】　愛知県（公立）65　／　全国（公立）66.8
問題別集計結果

愛
知
県

（

公
立
）

全
国

（

公
立
）

愛
知
県

（

公
立
）

全
国

（

公
立
）

２三 57.7 61.3 6.5 5.0

３三
（１）

39.1 40.8 4.3 3.4

（３）小学校の問題別調査結果と授業改善のポイント
　　【小学校国語】

問題別調査結果（全体）

【話し合いの様子】の田中さんの発言の
空欄Ａに当てはまる内容として適切なも
のを選択する

目的に応じて、文章と図表など
を結び付けるなどして必要な情
報を見付けることができるかど
うかをみる

【課題】文章や資料から必要な情報を取捨選択したり整理したりすることに課題があ
る。

【指導のポイント】目的に応じて、文章と図表等を結び付けながら、必要な情報を取
捨選択したり、整理・再構成したりするような学習活動を行うことが重要である。目
的を明確にした上で、情報を集める十分な時間と環境を設定する。集めた資料に書か
れている要旨を捉えたり、必要な情報かどうかを確かめたりすることを通して、児童
が必要な情報を見付けられるよう促すことが大切である。

無解答率(％)

【ちらし】の二重傍線部を、【調べたこ
と】を基に詳しく書く

目的や意図に応じて簡単に書い
たり詳しく書いたりするなど、
自分の考えが伝わるように書き
表し方を工夫することができる
かどうかをみる

【課題】考えをまとめて書いたり、伝えたいことを工夫して書いたりすることに課題
がある。

【指導のポイント】書く目的や意図を明確にした上で、効果的な書き表し方を考える
ような学習活動を行うことが重要である。一人一人の学習状況を捉え、できているこ
とを認め、つまずきについて的確に指導する。友達同士で文章を見せ合って話し合っ
たり、教師が価値付けたり、詳しく書き表す方法等について学級全体で考えたりする
中で、自分の文章のよさを生かし、書きたいことに合う方法を見つけられるような授
業を展開することが大切である。

問題の概要問題番号 出題の趣旨

正答率(％)
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小学校国語 ３三（１） ≪平均正答率 ３９．１％ （全国平均正答率４０．８％ ）≫
【出題の趣旨】

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必
要な情報を見付けることができるかどうかをみる。

★授業改善のポイント★
文章と図表等を結び付けながら、目的に応じて必

要な情報を見付けるためには、目的を明確にしたう
えで、文章の中から必要な情報を取捨選択したり、
整理したり、再構成したりすることが大切です。
右図のような学習活動を計画し、十分な時間や環

境を設定します。多くの情報の中から必要な情報を
見つける際、友達と協働しながら取り組む場面を設
定します。手がかりとなる言葉を捉えることに課題
がある児童に対しては、言葉の言い換えや具体的な
説明を促し、児童が自分なりの考えをもつことがで
きるように支援します。

【授業アイディア例】国立教育政策研究所報告書 P.７１～７７
https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/data/25plang_idea_03.pdf#page=13

小学校国語

≪学習計画≫
➀ 目的を明確にする
・身近な生活や言葉から、興味・

関心の高い話題を取り上げる
・児童が話題を選んだり、選択し

たりできる工夫をする
・情報を集めたり整理したりする

目的と手順を伝える
➁ 情報を集める
・本やインターネットで調べる
・図書館司書に相談する
・友達と情報交換する
➂ 情報を取捨選択する
・キーワードを手がかりにする
・文章の要旨を捉えたうえで、必

要かどうかを確認する
➃ 自分の考えをまとめる
・分かったことや考えたこと等を

文章等にまとめる
・友達と交流し伝え合う

-5-

https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/data/25plang_idea_03.pdf#page=13


集計結果

【平均正答率（％）】　愛知県（公立）58　／　全国（公立）58.0
問題別集計結果

愛
知
県

（

公
立
）

全
国

（

公
立
）

愛
知
県

（

公
立
）

全
国

（

公
立
）

１
（２）

33.4 31.0 1.2 0.9

３
（２）

23.7 23.0 18.6 15.7
３／４＋２／３について、共通する単位
分数と、３／４と２／３が、共通する単
位分数の幾つ分になるかを書く

分数の加法について、共通する
単位分数を見いだし、加数と被
加数が、共通する単位分数の幾
つ分かを数や言葉を用いて記述
できるかどうかをみる

【課題】分数の加法について、数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、既
習の整数の加法に帰着して考えることに課題がある。

【指導のポイント】本設問を用いて、３/４＋２/３について、加数と被加数の単位分
数に着目して、既習の整数の加法に着目できるかを考察する活動が考えられる。その
際、同分母の分数の加法では、単位分数の幾つ分とみることで整数の加法に帰着する
ことができたが、３/４＋２/３は、１/４と１/３と異なっているため、そのままでは
加法に帰着できないと気付くことができるようにすることが大切である。その上で、
３/４は９/１２、２/３は８/１２とすると１/１２を共通する単位分数として考えるこ
とで、加法に帰着できることに気付くことができるようにすることが大切である。通
分や加法、減法の計算処理の定着を図る指導ばかりではなく、計算の過程を言葉や数
で記述する活動も丁寧に行うことが大切である。そして、このような指導が、【３
（３）】の単位分数の捉え方や表記の仕方の理解にもつながるといえる。

無解答率(％)

都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が増
えたかどうかを調べるために、適切なグ
ラフを選び、出荷量の増減を判断し、そ
のわけを書く

目的に応じて適切なグラフを選
択して出荷量の増減を判断し、
その理由を言葉や数を用いて記
述できるかどうかをみる

【課題】様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて複数のグラフから適切なグラフ
を選択してデータの特徴や傾向を捉え判断し、その判断の理由を他者に分かりやすく
表現することに課題がある。

【指導のポイント】本設問を用いて「２０２３年の愛知県のブロッコリーの出荷量が
２０１３年より増えたかどうか」について判断し、その判断の理由について説明する
活動が考えられる。その際、棒グラフの特徴（データの中の数量の大きさの違いを一
目で捉えることができる）や帯グラフの特徴（複数のデータについて項目の割合を比
較することができる）を理解することが大切である。複数の帯グラフにおいて、項目
の量を比較する場合、項目の割合だけではなく、帯グラフ全体の量にも着目する必要
がある。割合は小さくても、実際の量は大きい場合もあるなど、見た目では量の大小
が比較できないことを理解できるようにすることも大切である。

問題の概要問題番号 出題の趣旨

正答率(％)

【小学校算数】 問題別調査結果（全体）

-6-



小学校算数

３（２）

小学校算数 ３（２） ≪平均正答率 ２３．７％ （全国平均正答率２３．０％ ）≫
【出題の趣旨】

分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加
数と被加数が、共通する単位分数の幾つ分かを数や言葉を
用いて記述できるかをみる。

★授業改善のポイント★

異分母の分数の加法については、分母を通分することで共通する単位を
見いだし、単位分数の幾つ分とみることで、整数の加法に帰着できること
に気付くようにすることが大切です。
分数は分母の大きさを変えることで、大きさの等しいいろいろな分数に

表せることを数直線を使って表示すると視覚的にイメージすることができ、
単位分数の理解につながります。ここでは、 と の分母の大きさを変
え、 を単位分数と考えることで、整数の
加法に帰着することができます。また、こ
の加法について、数や言葉を使って説明す
るために、通分や計算の仕方だけを定着さ
せるのではなく、常に単位分数の何個分で
あるかを問うなど、計算の意味について確
認する学習活動が大切です。また、このよ
うな丁寧な指導が、３（３）の単位分数の
捉え方や表記の仕方の理解にもつながります。

【授業アイディア例】国立教育政策研究所報告書 P.８０～８３
https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/data/25pmath_idea_03.pdf
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集計結果

【平均正答率（％）】　愛知県（公立）56　／　全国（公立）57.1　
問題別集計結果

愛
知
県

（

公
立
）

全
国

（

公
立
）

愛
知
県

（

公
立
）

全
国

（

公
立
）

１
（２）

58.3 60.5 10.3 8.5

３
（２）

42.7 45.6 1.2 0.8
ヘチマの花粉を顕微鏡で観察するとき、
適切な像にするための顕微鏡の操作を選
ぶ

顕微鏡を操作し、適切な像にす
るための技能が身に付いている
かどうかをみる

【課題】観察や実験で扱う器具や機器などを正しく操作することに課題がある。

【指導のポイント】顕微鏡でピントを合わせられる技能が身に付いていない児童が多
いと考えられる。操作技能を身に付けさせるには、操作方法や手順をただ覚えるだけ
ではなく、丁寧に一つ一つの動作の意味を理解させる授業を行うことが大切である。
また、さまざまな状態を想定して実際に操作する学習活動を行ったり、観察する対象
物を複数にして、実際に操作する機会を増やしたりする活動も操作技能を身に付けさ
せる上で効果的である。

無解答率(％)

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み
方の違いをまとめたわけについて、結果
を用いて書く

赤玉土の粒の大きさによる水の
しみ込み方の違いについて、結
果を基に結論を導いた理由を表
現することができるかどうかを
みる

【課題】観察や実験の結果を基に、結論を導いた理由を表現することに課題がある。

【指導のポイント】結果を基に、自分の考えを表現するためには、まずは観察や実験
の結果を整理し、考察する時間を十分とることが重要である。結果を基に考察する際
には、表やグラフなどに整理する活動を設けて、他のグループの結果と比較したり、
複数の結果から多角的に考えたりしていく。また、根拠となる数値で表現する活動も
丁寧に行うことが大切である。

問題の概要問題番号 出題の趣旨

正答率(％)

【小学校理科】 問題別調査結果（全体）
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小学校理科

小学校理科 1ー（2） ≪平均正答率 58．3％ （全国平均正答率60．5％ ）≫
【出題の趣旨】

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについ
て、結果を基に結論を導いた理由を表現することができる
かどうかをみる。

★授業改善のポイント★

観察、実験などの結果を基に、自分の考えを表現するためには、結果を
整理し、具体的な数値を基に、より妥当な考えをつくりだし、表現するこ
とが大切です。
まずは、観察や実験の結果を整理し、考察する機会をしっかりと設けま

す。また、結果を基に考察する際に、表やグラフなどに整理する活動を設
けて、結果を比較したり、複数の結果から、多角的に考えたりする時間を
もちます。
児童によっては、自分の予想に沿って都合よく結果を解釈したり、結果

を基にした考えを表現できていなかったりすることもあるかもしれません。
そのため、結果を基により妥当な考えが表現できるよう、タブレット端末
などを活用し、結果を即時に共有したり、表からグラフに整理したりする
などして結果に着目させながら指導します。

【趣旨・指導に当たって】国立教育政策研究所報告書 P.27～28
https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/data/25psci_idea_01.pdf
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集計結果

【平均正答率（％）】　愛知県（公立）54　／　全国（公立）54.3 
問題別集計結果

愛
知
県

（

公
立
）

全
国

（

公
立
）

愛
知
県

（

公
立
）

全
国

（

公
立
）

１四 29.7 31.0 1.7 1.6

２四 22.2 23.2 4.1 4.0

３四 17.1 17.1 29.3 28.1

【課題】文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることについて課題があ
る。

【指導のポイント】文学的な文章の構成や展開について考えるためには、作品の場面
を捉えてその構成を理解するだけでなく、登場人物の心情の変化に沿って文章の流れ
を捉え、その展開を把握することが重要である。その際、文章全体や部分における構
成や展開を把握した上で、なぜそのような構成や展開になっているか、そのことがど
のような効果につながるかなどについて考え、自分なりの意味付けをするよう指導す
ることが大切である。

発表のまとめの内容をより分かりやすく
伝えるためのスライドの工夫について、
どのような助言をするか、自分の考えを
書く

資料や機器を用いて、自分の考
えが分かりやすく伝わるように
表現を工夫することができるか
どうかをみる

【課題】資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫す
ることに課題がある。

【指導のポイント】資料や機器を効果的に活用して、伝えたい内容が適切に伝わるよ
うに工夫することが重要である。その際、話の内容を踏まえ、話の要点や根拠が明ら
かになっているか、説明が不足していないか、中心となる事柄が強調されているかな
ど、自分の考えが聞き手に分かりやすく伝わっているかを確認するよう指示すること
が大切である。

無解答率(％)

ちらしの読み手に向けて、今年の美術展
の工夫について伝える文章を書く

自分の考えが伝わる文章になる
ように、根拠を明確にして書く
ことができるかどうかをみる

【課題】自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことについて
課題がある。

【指導のポイント】自分の考えが伝わる文章にするためには、意見とそれを支える根
拠を明確にして書くことが重要である。根拠を明確にするには、自分の考えが確かな
事実や事柄に基づいたものであるかを確かめさせることが必要である。また、接続す
る語句や指示する語句を用いるなどして、伝えたい事柄とその根拠を適切に結び付け
たり、事実や事柄を具体的に示したりして書くように指導することが大切である。

問題の概要問題番号 出題の趣旨

正答率(％)

（４）中学校の問題別調査結果と授業改善のポイント
　【中学校国語】

問題別調査結果（全体）

「一　榎木の実」に書かれている場面
が、「二　釣の話」には書かれていない
ことによる効果について、自分の考えと
そのように考えた理由を書く

文章の構成や展開について、根
拠を明確にして考えることがで
きるかどうかをみる

-10-



中学校国語

中学校国語 １ー四 ≪平均正答率 ２９．７％ （全国平均正答率３１．０％ ）≫
【出題の趣旨】

自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にし
て書くことができるかどうかをみる。

★授業改善のポイント★

自分の考えが伝わる文章にするために
は、意見とそれを支える根拠を明確にし
て書くことが重要です。また、根拠を明
確にするためには、自分の考えが確かな
事実や事柄に基づいたものであるかを確
かめる場面を設定する必要があります。
その際に、接続する語句や指示する語

句を用いるなどして、伝えたい事柄とそ
の根拠とを適切に結び付けたり、事実や
事柄を具体的に示したりして書くよう指
導します。

【授業アイディア例】国立教育政策研究所報告書 P.３３～３６
https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/data/25mlang_idea_01.pdf

① 書く内容に沿って材料を集める

② 意見と根拠の関係などに着目して関連
付けながら整理する

③ 自分の提案や企画が、どのような事実
や事柄に基づいたものであるかを書く

④ 内容を正確に伝えるために、接続する
語句や指示する語句を適切に使い、意見
と根拠を明確に示す

例 相手や目的を明確にして自分の考えを
簡潔にまとめて書く学習（提案や企画）
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集計結果

【平均正答率（％）】　　愛知県（公立）51　／　全国（公立）48.3 
問題別集計結果

愛
知
県

（

公
立
）

全
国

（

公
立
）

愛
知
県

（

公
立
）

全
国

（

公
立
）

６
（２）

26.6 25.7 23.7 24.9

８
（２）

40.2 38.0 33.0 35.0

【中学校数学】 問題別調査結果（全体）

Ａ駅から６０．０ｋｍ地点につくられる
新しい駅の運賃がおよそ何円になるかを
求める方法を説明する

事象を数学的に解釈し、問題解
決の方法を数学的に説明するこ
とができるかどうかをみる

【課題】グラフの傾きや座標の意味をもとに数量の関係を読み取り、予測の根拠を説
明することに課題がある。特に、距離と運賃の関係を関数的に捉える視点や、単位量
あたりの変化を活用する力が必要である。

【指導のポイント】グラフの点が「距離」と「運賃」を表していることを明確にし、
傾き（１ｋｍあたりの運賃）を求める活動を通して、数量の変化を関数的に捉える力
を育てることが重要である。実生活に関わる料金や距離の問題を扱うことで、数学が
身近な場面で活用できることを実感させ、予測の根拠を式や言葉で説明する力を高め
ることが大切である。

無解答率(％)

３ｎと３ｎ＋３の和を２（３ｎ＋１）＋
１と表した式から、連続する二つの３の
倍数の和がどんな数であるかを説明する

式の意味を読み取り、成り立つ
事柄を見いだし、数学的な表現
を用いて説明することができる
かどうかをみる

【課題】式やグラフの意味を読み取り、論理的に説明する力が十分に育っていないこ
とが明らかになった。複雑な構造の式や数量の関係を捉える経験が不足しており、計
算力だけでは対応できない場面で無解答が多く、数学的な読解力や説明力の育成が必
要である。

【指導のポイント】式の構造を分解し、各部分の意味を言葉で説明する活動を通して
理解を深めることが重要となる。グラフや表から数量の変化を読み取り、予測の根拠
を言語化する力を育てる必要がある。定型文を用いた説明練習や協働的な学習によっ
て、論理的な表現力の向上を図る。

問題の概要問題番号 出題の趣旨

正答率(％)
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中学校数学６（２）≪平均正答率 ２６．６％ （全国平均正答率２５．７％ ）≫
【出題の趣旨】

式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的
な表現を用いて説明することができるかどうかをみる。

★授業改善のポイント★

「２（３ｎ＋１）＋１」のような式がどのような数を表すかを読み取る力
を育てる必要があります。この式は「２×（整数）＋１」の形で、奇数に
なることを示しています。例えば、

このように、ｎにどのような整数を代入しても奇数になります。授業で
は、式の構造を分かりやすく説明する活動や、数値を代入して確かめる活
動を通して、式の意味を理解する力を育てることが大切です。

【趣旨・指導に当たって】国立教育政策研究所報告書 P.４１～４２
https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/data/25mmath_idea_06.pdf

中学校数学

ｎ＝１ → ２×（３×１＋１）＋１＝ ９（奇数）
ｎ＝２ → ２×（３×２＋１）＋１＝１５（奇数）
ｎ＝３ → ２×（３×３＋１）＋１＝２１（奇数）
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集計結果

【平均正答率（％）】　愛知県（公立）54　／　全国（公立）52.0 
問題別集計結果

愛
知
県

（

公
立
）

全
国

（

公
立
）

愛
知
県

（

公
立
）

全
国

（

公
立
）

１
（２）

42.7 46.2 8.3 8.0

１
（４）

30.9 29.7 0.1 0.2

２
（１）

16.6 14.0 1.6 1.9

【中学校理科】 問題別調査結果（全体）

【考察】をより確かなものにするために
必要な実験を選択し、予想される実験の
結果を記述する

【考察】をより確かなものにす
るために、音に関する知識及び
技能を活用して、変える条件に
着目した実験を計画し、予想さ
れる実験の結果を適切に説明で
きるかどうかをみる

【課題】考察の妥当性を高めるために、科学的な探究の見通しをもつことに課題があ
る。

【指導のポイント】予想や仮説を基に実験を計画し、実験方法、実験結果の見通しを
もつ場面を設定します。その際、個人やグループ活動を子供の実態に合わせて取り入
れて、確認や共有をすることが大切です。また、「〇〇と比較して・・・」など、変
える条件に着目した実験を計画することが必要です。

生物１から生物４までの動画を見て、呼
吸を行う生物をすべて選択する

水の中の生物を観察する場面に
おいて、呼吸を行う生物につい
て問うことで、生命を維持する
働きに関する知識が概念として
身に付いているかどうかをみる

【課題】知識を概念として身に付けることに課題がある。

【指導のポイント】観察した生物の共通点や相違点を挙げ、生命を維持する呼吸の知
識とを関連付けて考察する場面を設定することが重要である。学級全体やグループ活
動を通して、生物の特徴を多面的に考察することが大切である。

無解答率(％)

「理科の実験では、なぜ水道水ではなく
精製水を使うのかな？」という疑問を解
決するための課題を記述する

身の回りの事象から生じた疑問
や見いだした問題を解決するた
めの課題を設定できるかどうか
をみる

【課題】身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決するための課題を自
分の言葉で表現することに課題がある。

【指導のポイント】生徒が疑問や問題を見いだしやすい自然の事物・現象を提示する
とともに、課題を自分の言葉で表現する場面を設定することが重要である。例えば、
教師と生徒の関わりの中で学級全体の課題をつくったり、ペアやグループの課題をつ
くったり、具体物や教科書を使って個人で課題をつくったりする。その際、解決可能
な課題をつくることができるように、教師が生徒の実態に応じて対話しながら進める
ことが大切である。

問題の概要問題番号 出題の趣旨

正答率(％)
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中学校理科

中学校理科 １－（２）≪平均正答率 ４２．７％ （全国平均正答率４６．２％ ）≫
【出題の趣旨】

身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決
するための課題を設定できるかどうかをみる。

★授業改善のポイント★

生徒が疑問や問題を見いだしやすい自然の事物・現象を提示するととも
に、生徒の実態に応じた課題を設定するように工夫します。例えば、教師
と生徒の関わりの中で学級全体の課題をつくったり、ペアやグループの課
題をつくったり、具体物や教科書を使用しながら個人で課題をつくったり
しましょう。その際、解決可能な課題をつくることができるように、教師
が生徒の実態に応じて対話しながら進めることが大切になります。また、
設定した課題について、生徒自身が自分の言葉で表現する場面を設定する
ことが必要になります。

【授業アイディア例】国立教育政策研究所報告書 P.３５～３６
https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/data/25msci_idea_01.pdf

理科の実験で使用する 水について考える

課題を設定する
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（５）質問調査の傾向 

 

児童生徒質問Ａ （ 小31 中31） 「 授業で、 自分の考えを発表する機会では、 自分の考

えがう まく 伝わるよう 、 資料や文章、 話の組立てなどを工夫し て発表し ていまし た

か」  

 

学校質問Ａ （ 小26 中26） 「 児童生徒は、 授業において、 自ら の考えがう まく 伝わる

よう 、 資料や文章、 話の組立てなどを 工夫し て、 発言や発表を行う こ と ができ てい

る」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒質問Ａ と 学校質問Ａ を 比較すると 、肯定的な回答を し た児童生徒の割合

は、 学校（ 教師） の割合を３ 年連続で下回っ ています。 また、 中学校では、 肯定的

な回答を し た生徒と 学校（ 教師） の認識のズレが顕著になっ ています。  

学校（ 教師） と し ては、 事前の指導を施し た上で発表の場を設定し ていると 考え

てはいるも のの、 児童生徒は自分の考えを表現する上で、 さ ら なる工夫の余地があ

ると 考えているよう です。 発表活動を踏まえ、 児童生徒自身が、 何を でき るよう に

なり 、 どこ に課題があるのかを認識でき るよう な振り 返り を行い、 Ｉ Ｃ Ｔ 機器等で

その蓄積を図るこ と によっ て、児童生徒が次への目標を も っ て取り 組むこ と ができ

るよう になると 考えます。  

選択肢 そう思う
どちらかといえば、

そう思う 左記合計 前回との差 全国との差 選択肢 そう思う
どちらかといえば、

そう思う 左記合計 前回との差 全国との差

令和7年度 11.6 64.9 76.5 2.2 -3.9 令和7年度 11.0 67.6 78.6 -6.1 -4.2

令和6年度 8.5 65.8 74.3 -2.4 -4.0 令和6年度 10.0 74.7 84.7 2.9 2.0

令和5年度 10.5 66.2 76.7 4.7 -2.3 令和5年度 9.4 72.4 81.8 4.0 0.2

小学校（学校回答） 中学校（学校回答）

選択肢 発表していた
どちらかといえば、

発表していた 左記合計 前回との差 全国との差 選択肢 発表していた
どちらかといえば、

発表していた 左記合計 前回との差 全国との差

令和7年度 27.1 44.0 71.1 0.6 2.5 令和7年度 18.1 45.9 64.0 -1.9 1.0

令和6年度 26.8 43.7 70.5 5.6 2.9 令和6年度 22.1 43.8 65.9 1.4 1.1

令和5年度 24.5 40.4 64.9 -2.0 1.2 令和5年度 22.4 42.1 64.5 -1.4 2.4

小学校（児童回答） 中学校（生徒回答）
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児童生徒質問Ｂ （ 小32 中32） 「 授業では、 課題の解決に向けて、 自分で考え、 自分

から 取り 組んでいた」  

 

学校質問Ｂ （ 小25 中25） 「 児童生徒は、 授業では、 課題の解決に向けて、 自分で考

え、 自分から 取り 組むこ と ができ ている」  

 

 

 

 

 

 

児童生徒質問Ｂ と 学校質問Ｂ を 比較する と 、 肯定的な回答を し た児童生徒の割

合は、 学校（ 教師） の割合を ３ 年連続で下回っ ています。 また、 肯定的な回答を し

た児童生徒の平均正答率は高い傾向と なっ ています。  

知識の詰め込みや単純な繰り 返し に偏重し た授業ではなく 、 児童生徒の中から

湧き 出る問いを 大切にし た授業や児童生徒が自発的に学び取り に行く 授業など、

児童生徒の思考に沿っ て進む探究的な単元を 構想するこ と が、 学力向上につなが

ると 考えます。  

選択肢 当てはまる
どちらかといえば、

当てはまる 左記合計 前回との差 全国との差 選択肢 当てはまる
どちらかといえば、

当てはまる 左記合計 前回との差 全国との差

令和7年度 26.7 51.8 78.5 -1.8 -1.8 令和7年度 19.9 53.5 73.4 -4.2 -4.3

令和6年度 26.7 53.6 80.3 3.3 -1.6 令和6年度 24.6 53.0 77.6 1.5 -2.7

令和5年度 27.8 49.2 77.0 1.3 -1.8 令和5年度 27.4 48.7 76.1 -1.3 -3.1

選択肢 当てはまる
どちらかといえば、

当てはまる

どちらかといえば、

当てはまらない
当てはまらない 選択肢 当てはまる

どちらかといえば、

当てはまる

どちらかといえば、

当てはまらない
当てはまらない

国語 71.4 65.6 58.3 49.7 国語 61.5 55.7 48.0 40.3

算数 66.4 58.1 49.2 39.9 数学 65.3 52.4 38.3 27.9

理科 62.4 56.4 48.7 39.7 理科 580 527 471 425

※中学校理科は平均ＩＲＴスコアで表示

小学校（児童回答） 中学校（生徒回答）

小学校平均正答率 中学校平均正答率

選択肢 そう思う
どちらかといえば、

そう思う 左記合計 前回との差 全国との差 選択肢 そう思う
どちらかといえば、

そう思う 左記合計 前回との差 全国との差

令和7年度 16.0 69.9 85.9 3.4 -3.4 令和7年度 15.5 66.9 82.4 -6.6 -5.8

令和6年度 12.6 69.9 82.5 -1.6 -5.7 令和6年度 13.6 75.4 89.0 4.3 0.6

令和5年度 15.5 68.6 84.1 3.1 -4.8 令和5年度 13.7 71.0 84.7 2.4 -3.3

小学校（学校回答） 中学校（学校回答）
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児童生徒質問Ｃ （ 小33 中33） 「 授業では、 各教科などで学んだこ と を 生かし なが

ら 、 自分の考えを まと める活動を行っ ていた」  

 

学校質問Ｃ （ 小34 中34） 「 各教科等で身に付けたこ と を 、 様々な課題の解決に生か

すこ と ができ るよう な機会を 設ける」  

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒質問Ｃ については、 肯定的な回答を し た児童生徒の割合は、 前年度と

比較し て減少し ており 、 全国平均を 下回っ ています。 なお、 肯定的な回答をし た

児童生徒の平均正答率は高い傾向と なっ ています。  

学校質問Ｃ については、 肯定的な回答をし た学校（ 教師） の割合は、 小・ 中学校

と も に全国平均を 大き く 下回っ ています。  

児童生徒が各教科等で身に付けた知識や技能を 実際に活用し 、 問題解決に向け

て探究的に学ばせる 過程が大切です。 児童生徒の探究的な学びを 促進する ために

は、 協働的なグループ学習が有効だと 考えます。 一方的に自分の思いを 伝えるこ

と に主眼を おく 「 話し 合い」 ではなく 、 相手の思いを受容する「 聴き 合い」 を大切

にすると と も に、 学力の上下関係を 意識さ せるよう な「 教え合い」 ではなく 、 互い

に分から ないこ と を 分から ないと 言える対等な関係性を も っ た「 学び合い」 を 実

現でき る人間関係の構築を図るこ と が大切だと 考えます。  

選択肢 当てはまる
どちらかといえば、

当てはまる 左記合計 前回との差 全国との差 選択肢 当てはまる
どちらかといえば、

当てはまる 左記合計 前回との差 全国との差

令和7年度 25.6 49.1 74.7 -2.0 -3.1 令和7年度 16.0 47.9 63.9 -6.3 -6.7

令和6年度 26.4 50.3 76.7 5.3 -2.9 令和6年度 20.7 49.5 70.2 7.0 -5.2

令和5年度 25.2 46.2 71.4 1.7 -3.0 令和5年度 18.9 44.3 63.2 0.4 -5.9

選択肢 当てはまる
どちらかといえば、

当てはまる

どちらかといえば、

当てはまらない
当てはまらない 選択肢 当てはまる

どちらかといえば、

当てはまる

どちらかといえば、

当てはまらない
当てはまらない

国語 70.8 65.5 60.6 54.6 国語 60.6 56.2 50.7 45.6

算数 65.4 58.1 52.0 45.7 数学 62.3 53.7 43.6 35.1

理科 61.7 56.3 51.1 44.7 理科 571 532 491 454

※中学校理科は平均ＩＲＴスコアで表示

小学校（児童回答） 中学校（生徒回答）

小学校平均正答率 中学校平均正答率

選択肢 よく行った
どちらかといえば、

行った 左記合計 前回との差 全国との差 選択肢 よく行った
どちらかといえば、

行った 左記合計 前回との差 全国との差

令和7年度 12.0 65.9 77.9 1.6 -9.0 令和7年度 10.2 62.1 72.3 -0.5 -8.0

令和6年度 12.9 63.4 76.3 -1.1 -9.4 令和6年度 8.8 64.0 72.8 3.9 -5.8

令和5年度 11.3 66.1 77.4 2.8 -8.2 令和5年度 8.5 60.4 68.9 0.3 -9.7

小学校（学校回答） 中学校（学校回答）
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児童生徒質問Ｄ （ 小36 中36） 「 学習し た内容について、 分かっ た点や、 よく 分から

なかっ た点を 見直し 、 次の学習につなげるこ と ができ ている」  

 

児童生徒質問Ｄ について、肯定的な回答をし た児童生徒の割合は、３ 年連続し て

全国平均を 下回っ ています。なお、肯定的な回答をし た児童生徒の平均正答率は高

い傾向と なっ ています。  

「 ねら いの明確化」 と と も に「 授業のまと め（ 振り 返り ）」 を 適切な方法で行う

こ と が児童生徒の学力定着や向上のためには有効です。適切な振り 返り と は、児童

生徒が評価にし か意識が向かない振り 返り ではなく 、 学び続ける上で必然性を 感

じ る振り 返り です。児童生徒がその授業で何ができ るよう になり 、それはなぜなの

かを 自分自身が把握し ているか、分から ないこ と が明示さ れているか、次時に何を

やり たいのか、 何を すべき か、 こ れら を児童生徒が自身の言葉で表現し 、 課題設定

でき るよう な振り 返り を行う こ と が、 学力向上につながると 考えます。  

選択肢 当てはまる
どちらかといえば、

当てはまる 左記合計 前回との差 全国との差 選択肢 当てはまる
どちらかといえば、

当てはまる 左記合計 前回との差 全国との差

令和7年度 27.7 48.8 76.5 -1.8 -2.9 令和7年度 19.1 49.5 68.6 -6.0 -4.8

令和6年度 28.8 49.5 78.3 3.6 -2.5 令和6年度 23.5 51.1 74.6 9.1 -3.3

令和5年度 28.3 46.4 74.7 -1.5 -2.7 令和5年度 20.4 45.1 65.5 -7.0 -3.7

選択肢 当てはまる
どちらかといえば、

当てはまる

どちらかといえば、

当てはまらない
当てはまらない 選択肢 当てはまる

どちらかといえば、

当てはまる

どちらかといえば、

当てはまらない
当てはまらない

国語 70.2 65.7 60.2 53.5 国語 60.4 55.7 50.2 44.3

算数 64.8 58.3 51.3 44.3 数学 64.0 52.8 41.4 31.9

理科 61.1 56.4 50.7 43.7 理科 575 527 486 446

※中学校理科は平均ＩＲＴスコアで表示

中学校（生徒回答）

小学校平均正答率 中学校平均正答率

小学校（児童回答）
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（６）授業改善の方向性 

学びの主体は児童生徒です。 学習指導要領では、 児童生徒の「 資質・ 能力」 を 総

合的にバラ ンスよく 伸ばし ていく こ と を目指し ています。 そのためには、 私たち教

師が日々の授業改善に取り 組んでいく こ と が重要です。  

１ 楽しみながら基礎・基本の定着を図ろう 

児童生徒が楽し く 、 切実感を も っ て学習し たり 、 また学習を 通し て学ぶ意味を
実感し 、 その学びを深めたり 広げたり するほど、 基礎・ 基本の定着度は増し ます。
「 児童生徒にと っ て学ぶ意味のある学習」「 教師から 見て学ぶ価値のある学習」 を
実現する学習サイ ク ルを計画的に組み立てまし ょ う 。  

①児童生徒が「 解決し たい」「 追究し たい」 と 思えるよう な「 湧き 出る問い」 を提
示し 、 その課題の解決に向けて、 必要な知識・ 技能を 自ら 身に付けたく なるよ
う な学習活動を設定する。  

②児童生徒が教科の本質に迫る 学習活動を 通し て、 基礎・ 基本を 活用し ながら 、
学ぶ楽し さ を味わう と と も に、 自ら の学びが深まっ ていく こ と を 実感でき る 授
業をデザイ ンする。  

③児童生徒が「 振り 返り 」 を通し て、 自分の学びを 俯瞰的に捉え、 足り ないと こ
ろ を授業や家庭学習等で主体的に補える学習サイ ク ルに導く 。  

２ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に取り組もう 

児童生徒の実態把握と 教材研究を 通し 、 授業や単元における ねら いを 明確にし
た上で、 教師が「 個別最適な学び」 や「 協働的な学び」 を 盛り 込んだ授業づく り を
行いまし ょ う 。  

①児童生徒が課題意識（ ワク ワク 感） を も ちながら 、 学ぶ意味や価値を 見いだし
たり 、 学習の見通し を 立てたり 、 自己調整し たり し ながら 探究し たく なる よう
な学習課題を 自ら 設定でき るよう に工夫する。  

②児童生徒が各教科の見方・ 考え方を 、 どのよう な場面でどのよ う に働かせる こ
と ができ る かを イ メ ージし 、 児童生徒の目線で授業展開を 考え、 組み立てを 工
夫する。  

③児童生徒がペアやグループで互いの考えを 聴き 合い、 自分の考えを 深めるこ と
ができ るよう な、 少人数での学び合いの場を積極的に取り 入れる。  

④カ リ キュ ラ ム・ マネジメ ント を 推進する中で、児童生徒が各教科等で育んだ「 見
方・ 考え方」 を発揮でき る場面をつく り 、 教科横断的な学びを促す。  

３ 一人一台端末を積極的かつ効果的に活用し、学習活動の充実を図ろう 

学習のねら いを 明確にし 、 課題を 適切に設定し たり 、 児童生徒の実態を 的確に
把握し たり するこ と で、 Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 効果的に活用する時間を確保し まし ょ う 。
また、 Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 活用するこ と が目的ではなく 、 児童生徒がよ り 「 主体的・ 対
話的で深い学び」 へ向かう ための効果的なツールと し て、 学習の種類・ 内容・ 難
易度・ 一人一人の実態や特性等に応じ て活用し まし ょ う 。  

①Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 必要に応じ て活用し ながら 、児童生徒が学びの記録を 蓄積し たり 、
目的に合わせて他者と 情報共有でき るよう にし たり する。  

②Ｉ Ｃ Ｔ 機器の活用を 通し た児童生徒の気付き や考えを 可視化し 、 積極的に他者
と かかわり 合う 時間を設ける。  

③Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 活用するこ と により 、情報処理や情報共有のための時間を 短縮し 、
児童生徒が学習のねら いに迫る ために試行錯誤し ながら 考える 時間を 生み出
す。  
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令和７ 年度全国学力・ 学習状況調査の本県の結果を 分析し 、 見えてき た各教科の

課題を 踏まえ、 重点的に取り 組んでいただき たい内容を 「 授業改善のポイ ント 」 と

し てまと めまし た。  

本年度の該当学年の課題と し て捉えるのではなく 、 今後の授業の中で、 どの学年

においても 「 授業改善のポイ ント 」 を 参考に、 意識的に取り 組んでいただく こ と で

各教科における児童生徒の資質・ 能力の向上につながると 考えています。  

学びの主体は児童生徒です。 「 教師が教える授業」 から 、 「 児童生徒が学びと る

授業」 へ転換し 、 全ての子供たちが生涯にわたっ て学び続けるこ と ができ るよう 、

日々の授業改善に取り 組んでいただき たいと 思います。 また、 小学校・ 中学校の校

種を問わず、 それぞれの課題を 共有し ながら 、 目の前の児童生徒のための授業改善

の一助と し ていただけるこ と を 願っ ています。  

 

 

国立教育政策研究所のウェ ブサイ ト にも 多く の事例が紹介さ れています。 各学年

の授業づく り にお役立ていただければ幸いです。  

 

 

※ 国立教育政策研究所のウェブサイトへはこちらのアドレスから 

https://www.nier.go.jp/jugyourei/r05/index.htm 
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